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平成２９年度 小国地域の宝磨き上げ事業報告 

 

１ 小国地域の宝磨き上げ事業（ソフト事業） 

 

２ 小国地域の宝磨き上げ事業（ハード事業） 

事業名 内容 決算額等 

おぐに森林公園整備事業 ・ＳＬ広場ログハウストイレ改修工事設計委託 488,160円 

おぐに森林公園整備事業 ・八石山遊歩道管理委託 248,400円 

おぐに森林公園整備事業 

・園内放送設備整備工事 

・ＳＬ広場ログハウストイレ改修工事 

 

7,916,400円 
※4,500,000円 

※発注済額 

 

団体名 事業名 事業内容 参加者 補助金額 

チームオグニー 

おぐに森林公園ＰＲ事

業「オグニー ～帝王

（キング）の秘宝～」 

 長岡市おぐに森林公園の若年層に向

けた新しい森林空間活用を図ることを

通じて、多くの人々が交流できる場を

つくり、小国地域の魅力づくりに資す

ることを目的として実施した。 

500人 450,000円 

小国和紙おまつ

りアイテム開発

事業実行委員会 

小国和紙おまつりアイ

テム開発事業 

小国和紙を使用したあかりなどを制

作し、祭りやイベントで活用すること

で地域の活性化につなげることを目的

に実施した。 

 400,000円 

音楽の森プロジ

ェクト 
音楽交流イベント事業 

小国地域の人達に、様々なジャンル

の音楽を通して交流を楽しんでもらえ

る事業のひとつとして、価値あるもの

に育てていくことを目的として実施し

た。 

400人 400,000円 

チーム・おぐに 
トレイルランニングを

活用した地域振興事業 

トレイルランニングや交流会を通じ

て参加者に小国地域の魅力を伝え、移

住・定住のきっかけとなる出会い体験

をしてもらうことやおぐに森林公園の

活性化を目的に実施した。 

前夜祭 
290人 

 
ﾄﾚﾗﾝ 
767人 

 
体験ﾂｱｰ 
11人 

1,450,000円 

平成 30年 1月 31日現在 

資料２ 
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小国地域 

 

団 体 名：チームオグニー  

 

事 業 名：おぐに森林公園ＰＲ事業「オグニー ～帝王（キング）の秘宝～」  
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申請団体名 チームオグニー 

事 業 名 おぐに森林公園ＰＲ事業「オグニー ～帝王（キング）の秘宝～」 

実施期間 着手 平成２９年６月１０日 完了 平成２９年１０月１６日 

実施場所 おぐに森林公園 

補助金額 ４５０，０００円 

事業の内容 

【目的】 

長岡市おぐに森林公園の若年層に向けた新しい森林空間活用を図ることを通

じて、多くの人々が交流できる場をつくり、小国地域の魅力づくりに資するこ

とを目的とする。 

【事業費】５０９，７５４円 

 

【内容】 

１ 長岡造形大学長瀬研究室との企画検討 

・内容：長瀬研究室ゼミ生・造形大事務局との事業企画 

・実施日：5/24(水)～順次 

・参加者：各回10名程度 

 

２ 小国中学校総合学習と地元住民によるオグニーカカシ制作活動 

（１）地元住民カカシ講師と打合せ 

・実施日：6/10(土) 

・参加者：3名 

（２）小国中学校総合学習でのカカシ制作 

・実施日：6/22(木)、参加者：中学校9名、造形大7名、講師2名 

・実施日：6/29(木)、参加者：中学校7名、講師4名 

 

３ 地元和菓子屋でのオリジナル饅頭づくり協力 

 

４ オグニー広報活動 

・内容：市内外各地へのチラシ、ポスターの掲示 

・参加者：長岡まつり(10名)、越後カントリートレイルでのPR活動(2名) 

・内容：おぐにかかしまつりへのオグニーカカシの出展 
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５ 長岡造形大学生とのオグニー会場設営 

・内容：会場となるおぐに森林公園での設営作業を、学生ボランティア等から

も協力いただき実施した。 

・実施日：8/7(月)～11(金)、9:00～18:00頃 

・参加者：各回10名程度 

 

６ オグニーナイトの実施 

・内容：森林公園野外ステージでのオグニーナイトダンスショーでは多くの親

子連れの姿が見られた。また、造形大学からは長瀬研究室ゼミ生、地域共創

演習受講生、ダンスサークル、ボランティア学生など、計20名が参加、協力

していただいた。 

・実施日：8/12(土)、18:00～20:00 

・参加者：来場者数200名、協力者25名 

 

７ オグニーミッションラリーの実施 

・内容：これまでのオグニーは一夜のみの開催だったものに対し、今年は更に

１週間の間、森林公園を舞台としたミッションラリーを実施した。お盆期間

中の開催ということもあり、帰省中の親子なども多く参加いただくことがで

きた。また、期間中には学生有志でオグニーズバーも営業した。 

・実施日：8/12（土）～20（日）、10;30～16:00 

・来場者300名(うち有料参加者171名) 

 

事業の効果 

○長岡造形大学の若い感性で、高いクオリティを出すこのイベントは来場者の

満足度も非常に高く、ＳＮＳ等での情報発信・情報拡散が多く散見されたた

め、若者ヘオグニー、おぐに森林公園、小国地域の知名度アップに繋がった。 

○今年は、公園の活用策として実験も兼ねて、かつてのトリムコースなど未利

用となっている箇所の活用方法として、一定期間の森林公園奥地まで使用し

たミッションラリー形式で開催した。参加者からは、森の散策が気持ちよか

ったなどの声がきかれ、森林公園の利活用として一つの試金石となった。 

 

今後の課題 

○当事業は、長岡造形大学長瀬ゼミの協力が必要不可欠であるが、教育機関と

いう性質上、継続的な事業実施が困難である。大学との協働のあり方を検討

する必要がある。 
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実 施 状 況 

（大きさ：60mm×80mm） 

▲ 小国中学校から造形大学への提案 ▲ 造形大学の現地企画検討風景 

▲ 越後カントリートレイルでのＰＲ活動 ▲ 長岡まつりでのＰＲ活動 

▲ おぐにカカシまつりへの出展 ▲ Webでの情報発信（ＰＲビデオ作成） 
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▲ イベントポスター・チラシ（表） ▲ イベントポスター・チラシ（裏） 

 

▲ オグニーミッションラリー ガイドマップ 

▲ オグニーミッションラリー 

バンガロー棟を使った秘宝の部屋 
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（大きさ：60mm×80mm） 

▲ オグニーナイトの様子 ▲ オグニー期間中のドリンクラベル 

▲ オグニーミッションラリー ミニュチュアオグニー ▲ オグニーバス 

▲ 公園内各地に 20体ほど配置されたオグニーカガシ 

▲ 造形大学長瀬研究室 
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小国地域  

 

団 体 名：小国和紙おまつりアイテム開発事業実行委員会 

 

事 業 名：小国和紙おまつりアイテム開発事業 

 

 

  

３ 事業成果報告書                           
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申請団体名 小国和紙おまつりアイテム開発事業実行委員会 

事 業 名 小国和紙おまつりアイテム開発事業 

実施期間 着手 平成２９年６月１日 完了 平成３０年３月２０日 

実施場所 （有）小国和紙生産組合（長岡市小国町小栗山１４５） 

補助金額 ４００，０００円 

事業の内容 

【目 的】 

「地域の宝」である小国和紙を地域の皆さんが親しみを持ち、内外にＰＲ力

のある宝にしていきたいということから、小国和紙を使用したあかりなどを製

作し、祭りやイベントで活用することで地域の活性化につなげたい。 

 

【事業費】４００，０００円 （予定） 

 

【内 容】 

平成２８年に小国らしさが表現されていて祭りなどのイベントで活用しや

すい田んぼのゴロ（定規）をモチーフにしたあかりを大小３種類製作。本年度、

これを修正しつつイベントにどのように活用できるかを検証したい。最終的に

は、独自のあかりイベントを開催し、「小国といえば」といわれるようなイベ

ントにしていきたいと考えている。又、冬になると雪にあたるなどして従来の

六角ちょうちんが使いづらくコストも高いということから、雪上で使いやすく

コストの安い「小国和紙竹あかり」を製作。冬のイベントの際に活用できるも

のを考えている。 

・２０１７年５～６月 各集落名の入った六角ちょうちん約120個を製作           

しました。 

・６月１８日 小国カントリートレイル前夜祭にてステージ等に集落名の入

った六角ちょうちんを展示しました。 

・７月９日 東京小国会60周年記念総会の会場入り口にて各集落六角ちょう

ちん、田植えゴロを利用した大型行灯の展示、各テーブルに小国

や長岡らしい模様を付けた行灯を展示させてもらいました。 

・８月２０日 もちひと祭り幼児行列の手持ち六角ちょうちんを貸し出し      

使用してもらいました。 

・２０１８年１月１２日 小国和紙竹あかりの製作指導、上野裕治氏１月２０

日 小国森林公園イクメンキャンプでの小国和紙竹あかりの試験

ワークショップ。 
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・２月２０日 (予定)小国雪まつり前夜祭(雪ぼたる) 

ふれあいスィーツバイキングでの小国和紙竹あかり製作ワークショップと 

野外展示を計画しています。 

上記以外にも、地域内のイベントや、各集落でのお祭りなど、外部でのＰＲな

どで、機会があれば様々な形でコラボレーションしていきたい。地域の方々や

子供たちの意見も、積極的に取りいれる形をとっていこうと考えています。 

事業の効果 

 

・平成２８年度に製作したミニ六角ちょうちんは、コストもおさえ、小さく、

普及型として良いものができました。 

・昨年、提案した大型の手持ち六角ちょうちんは、各集落のネーム入りで製作

するなど、地域の方により近い形で提供できた。子供たちにも、小型ライト

のちょうちんを配布するなどして、手にとって楽しんでもらえました。 

冬の小国和紙竹あかりは、和紙に絵を付けるなどの手軽な創作活動も可能な

ので、今後、製作参加型のイベントとして構成していきたいです。 

 

 

今後の課題 

 

昨年は、和紙を使ったアイテムのプロダクトを作ることを重視したが、本年

度は、いかに活用するか、ということで小国地域内(又は地域関係イベント)

に積極的に使用していただいた。「しっかり作ってあっていい」「高くてもほ

しい」などという感想をいただいた反面、「あかりが弱い」「数が少ない」な

どの反省もありました。 

次年以降は、安価にできる小国和紙竹あかりなども活用し、より多くの方が

参加できる、あかりが主役になれるようなイベントを構成できたらと考えて

います。 
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（大きさ：60mm×80mm） 

▲ ２０１７年６月１８日、小国トレイルランニング前夜
祭にてステージ等に集落名の入った六角ちょうちん
を展示し使用していただきました。 

 

実 施 状 況 

▲ ２０１７年５～６月、各集落名の入った六角ちょ

うちん約１２０個を作成しました。ちょうちんの木

枠を町内の建具屋で制作しました。 

▲ 和紙の絵柄は白樫染色工房にて染め付けました。 

▲ 集落名の入ったちょうちんは各集落にご購入いた

だき管理してもらいますので保管用の箱も制作し

ました。 
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小国地域 

 

 

事 業 名：音楽交流イベント事業 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業成果報告書                           

▲ ７月９日、東京小国会６０周年記念総会の会場入り口にて各集落名の入った

六角ちょうちん、田植えゴロを利用した大型行灯を展示しました。 

▲ 各テーブルに小国や長岡らしい模様

を付けた行灯を展示しました。 

▲ ８月２０日、もちひと祭り幼児行列の手持ち六角ちょう

ちんを貸し出して使用してもらいました。 

▲２０１８年１月２０日、小国森林公園でイクメンキャンプに

て小国和紙竹あかりの試験ワークショップを行いました。 

▲１月２０日、日中に和紙でシェードを作成しました。 ▲１月２０日、夕方暗くなったころに点火し竹あかりを楽し

みました。 
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小国地域 

 

団 体 名：音楽の森プロジェクト  

 

事 業 名：音楽交流イベント事業 
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申請団体名 音楽の森プロジェクト 

事 業 名 音楽交流イベント事業 

実施期間 着手 平成２９年５月２０日 完了 平成２９年８月３１日 

実施場所 おぐに森林公園 

補助金額 ４００，０００円 

事業の内容 

【目的】 

小国地域の人達に、様々なジャンルの音楽を通して交流を楽しんでもらえる事

業のひとつとして、価値あるものに育てていくことを事業の目的としている。

そして、主な来場者はかつて森林公園が賑わっていた頃に公園で楽しく遊んで

いた世代とその子供たちを想定しており、森林公園の賑わいを取り戻すことを

目的としている。 

【事業費】４０２，１７０円 

 

【内容】 

１ 音楽の森２０１７（２日連続で開催） 

・実施日：平成29年7月16目(日)、会場：おぐに森林公園内の紙の美術博物館 

・実施日：平成29年7月17日(月・海の日)、会場：林間広場ステージ 

・参加団体：小国地域の在住者または出身者がいるグループが7組、長岡市内

から1組、柏崎市から2組、新潟市から1組、三条市から1組、南魚沼市から1

組、東京都から1組の合計14組が吹奏楽、ロック、ジャズ、ラテン音楽、フ

ォロクローレ(南米の民族音楽)、インド音楽、沖縄三線、ＤＪ、ポップス、

フォークなど多様なジャンルの演奏を披露した。 

・内容：カホンという打楽器を作り、ステージで演奏するワークショップも昨

年に続き開催した。定員12組を超える20組の応募があり、対応した。飲食、

ワークショップ等の出店コーナーを設け、1日をゆったりと過ごせる内容と

した。 

・参加者数：合計400名（1日目が100人、2日目が300人） 

 

事業の効果 

○小国地域で音楽活動をしている人達の参加が増えた。今年で3年目となるが、

小国地域からの出演者は前回よりも3組増えて7組となった。音楽活動をして

いる人達を広く紹介することができた。今後も出演者が増えていくことが期

待できる。 
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○カホン(打楽器)のワークショップは昨年よりも多くの参加者が集まった。 

昨年に続き2回目となるが、告知から10日間ほどで定員12組に達したので、

追加を要請し20組とした。新潟市からの参加者が多く、子供連れも多かった。

ただ音楽を聴くだけではなく、参加することの楽しさを味わってもらえた。 

○おぐに森林公園の施設や空間の良さと利用価値を知ってもらえた。 

 

今後の課題 

○小国地域で音楽活動をしている人達との関わりを強くして、さらに様々なジ

ャンルの音楽を紹介したい。 

○来場者から灌日をゆったりと過ごしてもらい満足していただける音楽イベ

ントにするために飲食やワークショップも充実させていきたい。 

○来場者が音楽に参加できる企画を考えたい。 
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実 施 状 況 



－ 19 － 

 

 

  



－ 20 － 
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小国地域  

 

団 体 名：チーム・おぐに 

 

事 業 名：トレイルランニングを活用した地域振興事業  

 

 

  

３ 事業成果報告書                           
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申請団体名 チーム・おぐに 

事 業 名 トレイルランニングわ活用した地域振興事業 

実施期間 着手 平成２９年４月１０日 完了 平成２９年８月３１日 

実施場所 長岡市おぐに森林公園ほか小国地域一帯 

補助金額 １，４５０，０００円 

事業の内容 

【目的】 

トレイルランニングや交流会を通じて、参加者に小国地域の魅力を伝え、移

住・定住のきっかけとなる出会い体感してもらう。また、おぐに森林公園をス

タート、ゴール地点をすることにより、おぐに森林公園の活性化につながるも

のである。 

 

【事業費】１，４８６，６８２円 

 

 

【内 容】 

地域の宝である「小国の森林」を活用した一大イベントとして小国に定着する

ことを目指し、地元住民とトレラン参加者との交流(前夜祭の開催)、参加者に

対する小国地域のＰＲ(小国をＰＲするエイドの設置)、開催支援等を通した地

元住民のトレランに対する機運の醸成(住民参加によるコース選定及び整備)、

などに取り組んだ。 

 

１ 前夜祭 

・実施日時：平成２９年６月１７日（土）、１５：３０～１８：００ 

・内容：開会式で法末神楽を披露し、交流会の最後に小国音頭を参加者と踊っ

た。おぐにのごっつおとして５３種類１１９皿の料理を用意した。 

・調理した団体：６団体（食生活改選推進協議会、ちやざわ生産組合、魔女の

直送便、おぐに結城野の会、商工会女性部、健康食の会） 

・メニュー（一部抜粋）：豚汁、山菜の天ぷら、しょう油おこわ、こごめゴマ

和え、うどきんぴら、まきずし、ズイキ酢の物、ぎんなんバター、冷やしの

っぺ 

・参加者：２９０人（地元参加者：１３２人、トレラン参加者：１５８人） 
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２ トレイルランニング 

・実施日時：平成２９年６月１８日（日）、６：００～１７：００ 

・参加者：７６７人 

内訳 ５３kmコース  ６：００スタート 参加者数２９９人 

１５kmコース １１：１０スタート 参加者数１７９人 

２.５kmコース １１：１５スタート 参加者数２８９人 

 

・内容：地元住民と参加者との交流の場として、エイドを６か所（法末、せせ

らぎ公園、ステーキハウス、八王子、猿橋、新町）設置した。また、応援団

を９か所（上岩田(スタート・ゴール)、桐沢、法坂、下村、金沢、八石山頂、

相野原、金沢、楢沢）設置し、ポカリスエット等の飲み物の配布と各エイド

ではそれぞれ料理（そば、わらび、おにぎり、ちまき、きゅうり等）を用意

した。 

 

３ おぐに体験ツァー 

・実施日：６月１７日１３：００から 

・参加者：１１名（トレラン参加者等） 

・内容：長岡駅に案山子を設置し、遠方からの参加者を出迎えた。また、小国

地域までの送迎バス(トレイルランナーズ手配)に小国観光協会のボランティ

アがイトが乗車し、小国地域のＰＲを行った。 

 

事業の効果 

・今年で２回目のトレイルランニングであったため、部会ごとに何をすべきか

を把握し、部会の代表者を中心に機能し、事務局での負担が軽減された。 

・トレイルランニングのコースではない集落にも駐車場警備などに関わっても

らうことにより、「自分たちには関係のないイベント」という意識が薄まっ

た。そのため、来年開催に向けての新しいコースの検討が始まった。 

・トレイルランニング当日以外にも開催に向けて、コースの整備、前夜祭の準

備等を地元住民を巻き込んでできたことにより、小国地域全体でイベントを

盛り上げる一体感の醸成ができた。 

 

今後の課題 

・トレイルランニングへの参加者は増加が見込まれることにより、交流会やエ

イドでの更なるおもてなしが必要となる。しかし、小国地域だけで行うことに

は限度があることを認め、ある程度で手を打つことも必要である。 

・小国地域だけではなく、他の地域からの協力を得て、おもてなしに工夫をす

ることが今後の課題である。 
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実 施 状 況 

（大きさ：60mm×80mm） 

▲ 交流会会場のステージ花 ▲ 交流会開会式 法末神楽 

▲ 前夜祭（交流会）メニュー ▲ 交流会 小国音頭 

▲ エイドのようす ▲ エイドのようす 
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▲ エイドのようす ▲ エイドのようす 

▲ 小国小学校 ▲ 小国小学校 

▲ 小国中学校 ▲ 小国中学校 
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▲ 表彰式のようす 

▲ 表彰式のようす 

▲ 長岡駅で参加者のお出迎え 

（大きさ：65mm×105mm） 


